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久保田　由美

松永 ひさみ

皆
さ
ん
は
、
猪
名
川
町
に
変
わ
っ
た
地
名
や
珍
し
い
読
み
方
の
地

名
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？

町
内
に
は
大
字
地
名
が
39
、
小
字
地
名
は
１
２
０
０
以
上
あ
り
ま

す
。
い
つ
か
ら
と
も
な
く
付
い
た
地
名
。
地
名
に
は
、
そ
の
土
地
の

歴
史
や
特
徴
の
一
端
が
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
町
史
を
ひ
も
と
き
、
町
内
の
地
名
に
つ
い
て
そ
の
い
わ

れ
や
背
景
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

猪
名
川
町
の
町
名
は
、
町
の
中

央
を
流
れ
る
猪
名
川
か
ら
名
づ
け

ら
れ
た
も
の
で
、
昭
和
30
年
、
中

谷
村
と
六
瀬
村
が
合
併
し
た
際
、

一
般
公
募
に
よ
り
選
ば
れ
ま
し
た
。

猪
名
川
は
、
奈
良
時
代
前
期
に

書
か
れ
た
「
住
吉
大
社
神
代
記
」

に
「
為
奈
川
」
と
記
載
さ
れ
て
お

り
、
「
為
奈
」
と
は
か
つ
て
「
為
奈

部
（
イ
ナ
ベ
）
」
と
い
う
木
工
に
携

わ
っ
た
人
々
の
集
団
の
名
に
由
来

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
当

時
、
山
で
切
っ
た
木
材
は
川
に
流

さ
れ
、
下
流
に
住
む
為
奈
部
が
加

工
し
宮
中
に
収
め
ま
し
た
。
そ
の

為
奈
部
が
住
む
所
に
流
れ
る
川
を

「
為
奈
川
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
。
木
工
集
団
「
為
奈
部

（
猪
名
部
）
」
が
猪
名
川
と
い
う
河

川
名
、
ひ
い
て
は
町
名
の
起
源
と

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
内
に
は
同
じ
小
字
地
名
、
ま

た
は
同
じ
語
を
含
む
小
字
地
名
が

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

仁
頂
寺
地
区
や
猪
渕
地
区
な
ど

町
内
に
「
平
井
」
が
５
カ
所
、
肝

川
地
区
の
「
牛
ガ
平
井
」、
槻
並
地

区
の
「
岩
ガ
平
井
」
な
ど
、「
平
井
」

を
含
む
小
字
地
名
が
13
カ
所
あ
り

ま
す
。
「
平
井
」
と
は
、
傾
斜
地
の

上
に
造
ら
れ
た
住
居
の
意
味
で
、

山
間
部
に
位
置
す
る
猪
名
川
町
の

地
形
の
特
徴
が
表
わ
れ
た
地
名
で

す
。ま

た
、
「
垣
内
（
カ
キ
ウ
チ
、
カ

イ
チ
）
」
は
町
内
に
４
カ
所
、
柏
原

地
区
の
「
上
垣
内
」
な
ど
、「
垣
内
」

を
含
む
小
字
地
名
が
合
計
50
カ
所

以
上
あ
り
ま
す
。

「
垣
内
」
と
は
土
地
と
土
地
と

の
境
界
を
定
め
た
そ
の
内
側
の
敷

地
を
さ
し
て
お
り
、
初
め
は
個
人

の
所
有
地
を
意
味
し
て
い
ま
し
た

が
、
後
に
集
落
の
最
小
単
位
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
名
の
由
来
を
詳
し
く
調
べ
る

た
め
、
図
書
館
で
町
史
を
読
ん
だ

り
資
料
を
調
べ
た
り
、
一
足
先
に

読
書
の
秋
を
味
わ
い
ま
し
た
。
ま

た
、
ふ
る
さ
と
館
や
地
元
の
歴
史

に
詳
し
い
人
に
も
話
を
う
か
が
い
、

遠
い
昔
に
生
ま
れ
た
地
名
の
も
つ

意
味
の
奥
深
さ
を
知
り
ま
し
た
。

近
年
、
各
地
で
市
町
村
の
合
併

や
、
地
域
の
整
備
が
行
わ
れ
た
結

果
、
な
く
な
る
地
名
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。
由
緒
あ
る
地
名
が
な
く

な
る
こ
と
は
と
て
も
惜
し
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
し
た
。

【
い
な
が
わ
特
派
員
】

猪
名
川
町
の
歴
史
は
多
田
銀
銅

山
を
お
い
て
は
語
れ
ず
、
そ
れ
は

地
名
に
も
色
濃
く
残
っ
て
い
ま

す
。
豊
臣
秀
吉
の
時
代
か
ら
江
戸

時
代
が
多
田
銀
銅
山
の
全
盛
期
で

あ
り
、
当
時
の
「
銀
山
町
」
の
名

は
、
現
在
も
地
名
と
し
て
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
銀
山
地
区
に
は
当
時

の
盛
況
が
表
れ
た
「
長
者
町
」
、

「
長
屋
町
」
、
瓢
箪
間
歩
（
ひ
ょ
う

た
ん
ま
ぶ
）
の
入
り
口
を
意
味
し

た
「
瓢
箪
口
」
、
口
番
所
の
あ
る

北
田
原
地
区
に
抜
け
る
道
が
あ
っ

た
所
に
は
「
田
原
口
」
の
名
が
残

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
田
地
区

に
「
千
軒
」
の
地
名
が
あ
り
、
鉱

山
の
採
掘
で
民
田
地
区
ま
で
賑
わ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

奈
良
時
代
に
は
、
現
在
の
猪
名

川
町
の
ほ
ぼ
一
帯
が
楊
津
郷
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
「
楊
」
は
猫

柳
、
「
津
」
は
一
般
的
に
港
を
意

味
し
、
猫
柳
が
群
生
し
て
い
た
木

材
の
集
散
地
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、
地
名
と
同
じ
名
前

を
与
え
ら
れ
た
古
代
氏
族
「
楊
津

連
（
や
な
い
づ
の
む
ら
じ
）
」
は
木

津
を
住
ま
い
と
し
、
僧
侶
行
基
が

行
っ
た
「
楊
津
院
」
建
設
に
協
力

し
ま
し
た
。

現
在
、
楊
津
は
地
名
と
し
て
は

残
っ
て
お
ら
ず
、「
楊
津
（
よ
う
し

ん
）
小
学
校
」
と
、
２
年
前
に
建

設
さ
れ
た
「
楊
津
橋
（
や
な
い
づ

ば
し
）
」
が
そ
の
名
を
受
け
継
い
で

い
ま
す
。
ま
た
、
木
津
地
区
の

「
御
所
垣
内
」
の
「
御
所
」
は
楊
津

連
の
屋
敷
の
こ
と
を
意
味
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

万
善
地
区
の
「
佐
保
姫
」
に
は
、

地
名
の
由
来
に
ま
つ
わ
る
話
が
あ

り
ま
す
。
今
か
ら
約
４
０
０
年
前

の
戦
国
時
代
、
木
津
の
三
蔵
山
の

城
に
預
け
ら
れ
て
い
た
明
智
光
秀

の
娘
佐
保
姫
と
、
篠
山
の
八
上
城

城
主
波
多
野
秀
治
の
息
子
貞
行
は

恋
に
落
ち
、
結
婚
の
約
束
を
し
て

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
光
秀
の

主
君
、
織
田
信
長
は
光
秀
に
八
上

城
を
攻
め
る
よ
う
に
命
令
し
、
城

を
落
城
さ
せ
ま
し
た
。
貞
行
は
辛

く
も
城
を
逃
れ
ま
し
た
が
、
姫
と

は
泣
く
泣
く
別
れ
、
い
ず
こ
と
も

な
く
消
え
て
行
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
姫
の
住
む
城
も
落
城
し
、
姫

は
目
の
前
を
流
れ
る
猪
名
川
に
身

を
投
げ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

れ
か
ら
地
名
は
「
佐
保
姫
」
と
な

り
、
姫
が
入
水
し
た
と
こ
ろ
は

「
姫
ヶ
渕
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

清
水
地
区
に
「
八
ノ
坪
」
、
南
田

原
地
区
に
「
泓
ノ
坪
」
な
ど
条
里

制
の
名
残
と
思
わ
れ
る
地
名
が
残

っ
て
い
ま
す
。
条
里
制
と
は
、
７

〜
８
世
紀
頃
、
税
の
徴
収
の
た
め

に
全
国
的
に
行
っ
た
土
地
区
画
制

の
こ
と
で
、
こ
の
「
坪
」
は
１
町

四
方
の
面
積
の
区
画
を
言
い
ま
す
。

紫
合
地
区
や
北
田
原
地
区
な
ど
に

は
現
在
も
そ
の
土
地
区
画
の
ま
ま

水
田
が
分
布
し
て
い
る
所
も
あ
り
、

猪
名
川
町
も
律
令
国
家
の
支
配
下

に
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

ま
た
、
北
田
原
地
区
の
「
ツ
ク

田
」
は
「
佃
」
か
ら
き
て
お
り
、

荘
園
領
主
直
営
の
良
田
を
意
味
し
、

荘
園
制
の
名
残
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
の
文
書
に
は
「
夕
田
」

と
も
あ
り
ま
す
が
、「
結
」
に
ち
な

む
と
い
う
説
が
一
般
的
で
す
。

「
結
」
と
は
「
田
植
え
な
ど
の
時
に

互
い
に
力
を
貸
す
こ
と
」
、
ま
た
は

「
共
同
労
働
」
の
こ
と
で
、
共
同
で

開
い
た
田
ん
ぼ
の
こ
と
を
「
ユ
イ

田
」、
漢
字
で
「
結
（
ユ
フ
）
田
」。

こ
れ
が
い
つ
の
頃
か
ら
か
「
紫
合
」

の
字
を
当
て
る
よ
う
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。

ま
た
、
西
鏡
寺
に
あ
っ
た
老
松

に
常
に
紫
色
の
雲
が
漂
い
、
「
紫
雲

の
松
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
に
よ
る

と
い
う
伝
承
も
あ
り
ま
す
。

神
戸
市
垂
水
区
神
出
町
に
も
同

じ
地
名
が
あ
り
ま
す
。

▲木津にある天澤寺は、楊津院の跡と伝えられています

▲今も残る条里制区画の田（北田原地区）

なんと読むでしょう
柏梨田　　　　　カシウダ

百町（柏梨田） ヒャクマイチ

泓ノ坪（南田原）フケノツボ

火燈山（紫合） ヒトボシヤマ

犀脾裸（内馬場）サイガハダ

角力場（上野） スモウバ

百々（広根） ドンド

柘鳴美（島） シャクナミ

中谷
東谷（川西市）と西

谷（宝塚市）の真

中に位置する

猪
名
川
の
名
は
ど
こ
か
ら
？

町
内
に
多
い

「
平
井
」
と
「
垣
内
」

四十僧
しじゅうそう

（肝川）
多田院関係の僧侶が多

く住んでいた

京田
きょうでん

（差組）
平安京の直轄の田を

いう

槻並
つくなみ

ケヤキ（槻）が群生し

ていた

木間生
こもお

薦生（コモフ）の

変化した地名。ムシ

ロの原料である真薦

（マコモ）の産地

をいう

広根
広く栄えて根

を張るようにと

いう、住む人の

願 い が 表 れ

ている

今
は
な
き
地
名楊

津
（
や
な
い
づ
）

佐
保
姫
の
悲
し
い
物
語

紫
雲
た
な
び
く
紫
合
（
ゆ
う
だ
）

条
里
制
、
荘
園
制
の
名
残

地
名
に
残
る
銀
山
町
の
賑
わ
い

猪名川町の
地名 あれこれ


